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学位論文題名 

New Mathematical Data Analysis for Magnetic Resonance Elastography 

（Magnetic Resonance Elastography に対する数値解析の新方法） 

 

博士学位論文審査等の結果について（報告） 

 

 

近年 Magnetic Resonance Elastography（以下 MRE と略）と呼ばれる無侵襲診断装置が、肝

硬変、肝臓がんや乳がんの診断に用いられている。この診断はこれまでの患者に強い痛み

を与え、しかもこれら臓器のピンポイントな部位の診断しか出来ないバイオプシー診断と

は違い、患者に苦痛ことなく、広い部位の繰り返し診断を可能にするとても素晴らしい特

徴を持つ。 

MRE は振動装置とこの振動装置の振動に同期する特殊なパルスーシーケンスを有する

MRI、そしてこれらのハードウエアにより撮像（以下 MRE 撮像とよぶ）される臓器内の（粘

弾性）波動（以下 MRE データともよぶ）より臓器に硬さ（以下単に硬さとよぶ）を同定す

るエラストグラムから成る。吉川 功剛氏（以下吉川氏と略）の学位論文は、エラストグ

ラムに関するものである。 

吉川氏はこの波動のモデリングを必ずしも必要としない極めて簡明でロバスト（即ち

MRE データのもつノイズの影響を受けにくい）エラストグラム手法を考案し、その有効性

をファントム（即ち臓器を模したサンプル）に MRE 撮像して得られる MRE データに対し

て実証した。しかも他の方法との比較検証を行い、均質なファントムに対しては吉川氏の

方法で得られる硬さと他の方法による硬さが一致することを示した。 

これは、これはこれまでのエラストグラムにおける一つの大きな課題であったモデリン

グエラーの改善に資する重要な貢献である。 

よって、本論文は、北海道大学博士（理学）の学位申請論文として審査に値するものと

認める。 

 


